
  

５
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

５
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

大山登山に挑む大山登山に挑む

昨
年
９
月

日
、
５
年
生

が
自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た

め
に
、
頂
上
を
目
指
し
て
大

山
登
山
を
行
っ
た
。

頂
上
ま
で
の
道
の
り
は
簡

単
で
は
な
か
っ
た
。
大
き
な

石
や
小
さ
な
石
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
滑
り
そ
う
に
な
る
人

も
多
か
っ
た
。
登
る
途
中
で

は
、
児
童
が
自
ら
応
援
団
を

結
成
し
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
だ

け
で
な
く
、
他
校
の
児
童
や

下
山
し
て
い
る
人
に
も
声
を

か
け
応
援
し
て
い
た
。

頂
上
に
つ
く
と
「
達
成
感

が
す
ご
か
っ
た
」
「
き
れ
い

で
、
登
っ
た
か
い
が
あ
っ
た
」

と
児
童
が
笑
顔
で
語
っ
て
い

た
。頂

上
に
到
着
し
た
頃
、
尚

徳
小
に
い
る
先
生
や
児
童
が

大
山
に
向
か
っ
て
鏡
を
反
射

さ
せ
た
。
す
る
と
、
遠
く
離

れ
た
大
山
の
頂
上
か
ら
そ
の

鏡
の
光
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
児
童
か
ら
は

鏡
の
光

が
、
こ
ん
な
に
遠
く
ま
で
届

い
て
す
ご
い
。
大
き
か
っ
た

小
学
校
が
小
さ
く
見
え
た
」

と
い
う
感
想
も
あ
っ
た
。

と
て
も
大
変
な
大
山
登
山

で
あ
っ
た
が
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
児
童
に
と
っ
て
最
高

の
思
い
出
と
な
っ
た
よ
う
だ

（
神
野
友
那
、
山
口
梓
、

赤
井
春
睦
、
大
塚
里
奈
）
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互いに応援しながら山頂を目指す児童ら

昨年９月 日、尚徳小学

校のグラウンドで秋季大運

動会が開催された。全校児

童が三色に分かれ、それぞ

れの団長を中心に競技や応

援を精いっぱい頑張った。

４ ５ ６年生は「

～ ～」と

いうテーマのもと「夢は実

現できる」ことを伝えるた

めに表現運動を披露した。

表現運動では、フラッグ

を使った息のあった動き

が、会場を盛り上げた。ピ

ラミッドや花の技では、一

人では難しくてもみんなで

力を合わせると夢は実現で

きると伝えることができ

た。

５年生は、６年生が最高

学年として準備や片付けを

している姿を見て「来年は、

わたしたちが最高学年とし

て、４、５年生を引っ張れ

るような６年生になりた

い」と誇らしげに意欲を語

った。

（星川雫、三藤亜希羽、

長田蓮桜、江原陽斗）

夢は実現できる! 力を合わせた運動会

息の合った動きをみせた
上学年の表現運動
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昨
年

月

日
、
５
年
生
が

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
「
尚
徳

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２

４
」
を
企
画
し
た
。
こ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
尚
徳
校
区
の

良
さ
を
広
め
る
こ
と
と
尚
徳
校

区
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

開
催
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
中
で

は
、
「
水
辺
の
楽
校
」
の
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
規
格
外
の
柿

の
販
売
、
規
格
外
の
柿
試
食
コ

ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
ブ
ー
ス
が
作
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
食
品
ロ
ス
や
「
水
辺

の
楽
校
」
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
多
く

の
児
童
が
大
き
な
口
を
開
け
、

お
い
し
そ
う
に
柿
を
食
べ
て
い

た
。
尚
徳
校
区
で
と
れ
る
柿
の

お
い
し
さ
に
気
づ
い
た
児
童

は
、
「
少
し
傷
ん
で
い
て
も
、

カ
ッ
ト
し
た
ら
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と

笑
顔
で
語
っ
た
。

５
年
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら

始
ま
っ
た
尚
徳
環
境
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
、
尚
徳
校
区
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

地
域
の
課
題
解
決
に
役
立
つ
大

好
評
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な

っ
た
。小林

凪
絆
、
鷲
見
光
太
郎

長
谷
川
賢
汰
、
遠
藤
悠
太
）

地
域
の
魅
力
伝
え
る
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食
品
ロ
ス
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水
辺
の
楽
校

尚
徳
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

規格外の柿を販売する児童

規格外の柿を試食する児童

オ
リ
ジ
ナ
ル
英
語
劇
を
披
露
す
る
５
年
生
の
児
童

大
成
功
の
学
習
発
表
会

昨
年

月
９
日
、
尚
徳
小

学
校
の
体
育
館
で
学
習
発
表

会
が
行
わ
れ
た
。
全
校
児
童

が
劇
や
合
唱
、
合
奏
な
ど
、

学
習
の
成
果
を
披
露
し
た
。

な
か
で
も
５
年
生
は
、
１

年
生
の
時
に
披
露
し
た
「
お

と
う
と
ね
ず
み
チ
ロ
」
の
劇

を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ

せ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
英
語
劇
を

作
っ
た
。
さ
ら
に
劇
の
中
に

は
、
総
合
的
な
学
習
で
学
ん

だ
こ
と
も
取
り
入
れ
た
。

劇
の
練
習
で
は
、
難
し
い

英
語
を
繰
り
返
し
発
音
し
た

り
、
英
語
の
先
生
に
発
音
を

聞
い
た
り
し
た
。
ま
た
、
見

て
い
る
人
に
笑
顔
を
届
け
る

た
め
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

劇
を
つ
く
り
上
げ
た
。

本
番
で
は
、
会
場
が
盛
り

上
が
り
、
大
成
功
の
劇
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
全
校
合
唱
で

は
、
す
べ
て
の
児
童
が
ス
テ

ー
ジ
に
上
が
り
、
す
て
き
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
届
け
た
。
ど

の
学
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ

が
発
揮
さ
れ
素
晴
ら
し
い
学

習
発
表
会
に
な
っ
た
。

絵
原
理
子
、
黒
田
拓
弥

山
根
夢
斗
）

笑
顔
広
が
る
交
流
会

笑
顔
広
が
る
交
流
会

もちをまるめる５年生
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伝
統
行
事
の
も
ち
つ
き

もちつきを体験する５年生

尚徳小全校児童が、昨年 月６日

に体育館でもちつき交流会を開催し

た。昔から伝統としてやってきたこ

のもちつき大会は、コロナ禍で一時

できなくなったが、２年前から再開

し、今でも伝統を受け継いでいる。

もちつき交流会のもち米は、地域

の方々に協力してもらいながら５年

生が育てたもち米を使っている。田

植えと稲刈りは、５年生が地域の方

にこつを教わりながら楽しんで行っ

た。

もちつき交流会の会場は、もちの

かおりと児童、保護者、地域の方々

の笑顔が広がる温かい空間だった。

また、もちをつくきねの音が体育館

中に響き、楽しい雰囲気の中で行わ

れた。５年生は、つきたてのおもち

をボランティアの方々とお話しなが

ら一緒に食べた。

もちを食べた児童は、「いつもと

違ってもちもちしていた」「きねが

重くてたいへんだった」地域の方々

は「みんなの笑顔が見られてうれし

かった」と語った。

これからも、この伝統あるもちつ

き交流会を続けていこうという尚徳

小みんなの気持ちがつまったもちつ

き交流会だった。

（吉村陽香、安東利博、

田子暢晃、浜岡純平）

【
学
校
名
】
米
子
市
立
尚
徳
小
学
校

【
所
在
地
】
米
子
市
榎
原
１
８
９
７
番
地

【
校
長
名
】
足
立
彰
子

【
児
童
数
】
１
４
５
人

【
学
校
教
育
目
標
】

心
・
も
の
・
言
葉
を
「
と
と
の
え
て
」
や
さ
し
い

心
・
強
い
心
・
正
し
い
心
を
育
む
尚
徳
小
学
校

１
９
８
７
年
（
昭
和

年
）
日
新
小
学
校
よ
り
分
離
し
て
尚
徳
小
学
校
開
校

田
植
え
・
も
ち
つ
き
大
会
の
実
施（
保
護
者
や
地
域
と
の
連
携
）

２
０
０
５
年
（
平
成

年
）
日
新
小
学
校
と
統
合
す
る

２
０
１
６
年
（
平
成

年
）
尚
徳
小
学
校
創
立

周
年
（
通
算
１
２
６
年
）

２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
に
な
る
（
地
域
住
民
に
よ
る
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
）

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
校
庭
の
芝
生
化

学 校 概 要

沿 革
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昨
年
６
月

日
、
尚
徳
地
区
の
法
勝
寺
川
と

小
松
谷
川
の
交
わ
る
地
点
に
「
水
辺
の
楽
校
」

が
開
校
し
た
。
法
勝
寺
川
と
小
松
谷
川
の
水
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
美
し
く
栄
養

豊
富
な
水
の
た
め
、
珍
し
い
魚
も
住
ん
で
い
る
。

尚
徳
小
学
校
の
５
年
生
は
、
こ
の
川
に
住
む

魚
た
ち
の
絵
を
描
い
た
。
そ
の
絵
は
看
板
に
貼

ら
れ
、
訪
れ
た
人
に
「
水
辺
の
楽
校
」
の
魅
力

を
伝
え
る
力
と
な
っ
た
。
「
水
辺
の
楽
校
」
に

は
芝
生
が
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
夏
に
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
て
、水
辺
で
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
尚
徳
公
民
館
長

に
聞
い
て
み
る
と
「
子
ど
も
た
ち
に
、
ア
イ
デ

ア
を
も
ら
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
「
尚
徳
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
中

で
行
わ
れ
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
水
辺

の
楽
校
や
法
勝
寺
川
・
小
松
谷
川
が
題
材
に
も

な
っ
た
。

今
後
、
水
辺
の
楽
校
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
の
か
、
私
た
ち
も
し
っ
か
り
考
え
て
い

き
た
い
。

（
小
原
咲
歩
、
渡
部
龍
生
、
小
坂
友
太
）
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美しい 水辺の楽校 の風景
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